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第第第第２２２２節節節節    そのそのそのその他他他他のののの対策対策対策対策    

１１１１    大気汚染大気汚染大気汚染大気汚染のののの概況概況概況概況        

（（（（１１１１））））    大気汚染大気汚染大気汚染大気汚染のののの概況概況概況概況    

大気汚染の状況を平成 22 年度の測定結果でみると、二酸化硫黄については、環境基準

長期的評価では、全ての測定局で環境基準に適合していたが、環境基準短期的評価では、

一般環境大気測定局では１局が不適合であった。平成 22 年度の各測定局における年平均

値の全市平均値は 0.002ppm で、その範囲は 0.001ppm～0.004ppm であり、いずれの測定

局とも低い濃度であった。 

二酸化窒素については、一般環境大気測定局自動車排出ガス測定局ともに全ての測定

局において環境基準に適合していた。一般環境大気測定局の年平均値の全市平均値は

0.016ppm で、その範囲は 0.009ppm～0.020ppm であった。自動車排出ガス測定局の年平

均値は、0.027ppmで、その範囲は 0.022ppm～0.033ppmであった。 

一酸化炭素については、一般環境大気測定局 1 か所及び自動車排出ガス測定局 5 か所

で測定を行い、全ての測定局で環境基準に適合していた。年平均値は、一般環境大気測定

局で 0.4ppm、自動車排出ガス測定局では 0.6ppmであった。 

光化学オキシダントについては、14 か所の一般環境大気測定局で測定を行っており、結

果は全ての測定局で 1 時間値が環境基準に適合しなかった。ただし、全測定時間において、

緊急時の措置（光化学スモッグ注意報等の発令）をとるような事態は生じなかった。 

浮遊粒子状物質については、長期的評価では一般環境大気測定局は 3 局が環境基準

長期的評価に適合しており、1 局が環境基準短期的評価に適合していた。短期的評価に適

合していた測定局は長期的評価にも適合していた。自動車排出ガス測定局については、環

境基準長期的評価、短期的評価ともに全ての測定局で不適合であった。一般環境大気測定

局の年平均値は 0.023mg/m
3であり、その範囲は 0.013mg/m

3～0.027mg/m3であった。また、

自動車排出ガス測定局の年平均値は 0.029mg/m
3 であり、その範囲は 0.025mg/m

3～

0.034mg/m
3であった。 

ベンゼン、トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン及びジクロロメタンについては、3 か所の

一般環境大気測定局と 1 か所の自動車排出ガス測定局で測定を行い、全ての項目で 4 局

とも環境基準に適合していた。ベンゼン、トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン及びジクロロ

メタンの年平均値は、それぞれ 0.0016mg/m
3、0.00013mg/m3、0.00014mg/m3、0.00085mg/m3

であった。 

ダイオキシン類については、平成 10 年度以降、4 か所の一般環境測定局で測定を行って

おり、全測定局で環境基準に適合している。年平均値は 0.016pg-TEQ/m
3 であり、その範囲

は 0.011pg-TEQ/m
3～0.025pg-TEQ/m3であった。 

当地域の大気汚染測定局の設置状況は、表 2-1-1及び図 2-1-1のとおりである。 
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表 2－1－1 大気汚染測定局設置状況 

（平成 23年 3月 31日現在） 

測 定 地 点 測 定 項 目 

気 象 

名 称 所 在 地 

二

酸

化

硫

黄 

二

酸

化

窒

素 

浮

遊

粒

子

状

物

質 

一

酸

化

炭

素 

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト 

ベ

ン

ゼ

ン

等 

ダ

イ

オ

キ

シ

ン
類 

風

向

・
風

速 
温

度 

湿

度 
テ

レ

メ

ー

タ

装

置 

設

置

主

体 

図

面

上

の

番

号 

【一般環境大気測定局】 

門司観測局 門司区大里原町 12-12 ○ ○ ○  ○   ○   ○ 1 

門司港観測局 門司区東門司二丁目 16 ○ ○ ○  ○   ○   ○ 2 

松ヶ江観測局 門司区大字畑 ○ ○ ○  ○  ○ ○   ○ 3 

小倉観測局 小倉北区大門一丁目6-48 ○ ○ ○  ○   ○   ○ 4 

北九州観測局 小倉北区井堀二丁目 7-1 ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ 5 

城野観測局 小倉南区富士見三丁目1-3 ○ ○ ○  ○   ○   ○ 6 

曽根観測局 小倉南区下曽根四丁目22-1 ○ ○ ○  ○   ○   ○ 7 

企救丘観測局 小倉南区企救丘二丁目1-1 ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○   ○ 8 

若松観測局 若松区本町三丁目 13-1 ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○   ○ 9 

江川観測局 若松区大字乙丸 5番地 ○ ○ ○  ○   ○   ○ 10 

八幡観測局 八幡東区中央一丁目 2-4 ○ ○ ○  ○   ○   ○ 11 

黒崎観測局 八幡西区筒井町 15-1 ○ ○ ○  ○  ○ ○   ○ 12 

塔野観測局 八幡西区塔野一丁目 3-1 ○ ○ ○  ○   ○   ○ 13 

戸畑観測局 戸畑区新池一丁目 2-1 ○ ○ ○  ○   ○   ○ 

北 

 

九 

 

州 

 

市 

14 

【自動車排出ガス測定局】 

門司測定所 門司区老松町 3番地  ○ ○ ○       ○ 15 

三萩野測定所 小倉北区三萩野一丁目  ○ ○ ○       ○ 16 

室町測定所 小倉北区室町二丁目 2-4  ○ ○ ○       ○ 17 

西本町測定所 八幡東区西本町一丁目20-2  ○ ○ ○  ○     ○ 18 

黒崎測定所 八幡西区黒崎三丁目  ○ ○ ○       ○ 

北

九

州

市 

19 

(注)1：ベンゼン等とはベンゼン、トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン及びジクロロメタンである。 

2：○は測定を実施していることを示す。 
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図 2－1－1 大気測定局設置状況図（平成 23年 3月末現在） 
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    （（（（２２２２））））    光化学光化学光化学光化学オキシダントオキシダントオキシダントオキシダント対策対策対策対策    

アアアア    光化学光化学光化学光化学オキシダントオキシダントオキシダントオキシダントにににに係係係係るるるる大気汚染大気汚染大気汚染大気汚染のののの状況状況状況状況    

（（（（アアアア））））    光化学光化学光化学光化学オキシダントオキシダントオキシダントオキシダント    

平成 22 年度の光化学オキシダントの測定は、14 か所の一般環境大気測定局で実

施した。 

環境基準の適合状況は全局で達成しておらず、平成 22 年度では昼間の 1 時間値

が環境基準を超えた時間数は 163時間～457時間であった。なお、すべての時間帯に

おいて、緊急時の措置の基準である 1 時間値が 0.12ppm 以上となったことはなかった。 

当地域における代表的な測定局における昼間の 1 時間値が 0.06ppm を超えた日数

の推移は図 2－1－2で、環境基準の達成状況は図 2－1－3のとおりである。 

これによれば、1 時間値が 0.06ppm を超えた日数の経年変化は、近年減少傾向にあ

ることがわかる。 
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図 2－1－2 光化学オキシダントにおいて昼間の１時間値が 0.06ppmを超えた日数 
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図 2－1－3 光化学オキシダントに係る環境基準達成状況（平成 22年度） 
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（（（（イイイイ））））非非非非メタンメタンメタンメタン系炭化水素系炭化水素系炭化水素系炭化水素    

当地域における非メタン系炭化水素濃度の測定は、平成 22 年度には、一般環境

大気測定局 2か所及び自動車排出ガス測定局 1か所で実施した。 

これらの測定局において、午前 6 時から 9 時までの 3 時間平均値が指針値

0.31ppmC（中央公害対策審議会答申「光化学オキシダントの生成防止のための大

気中炭化水素濃度の指針について」）を超えた日数の全測定日数に対する割合は、

北九州観測局（一般環境大気測定局）が 4.7%、江川観測局（一般環境大気測定

局）が 0%、三萩野測定所（自動車排出ガス測定局）が 0.8%であった。一般環境大

気測定局では、平成 2 年以降指針値を下回っている。自動車排出ガス測定局につ

いては、指針値を超える状況が続いていたが、平成 13 年度以降は指針値以下で推

移している。 

当地域における午前 6 時から 9 時までの 3 時間平均値の年平均値の推移は、図

2－2－3のとおりである。 
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図 2－1－4 非メタン炭化水素濃度の推移 

       （（（（ウウウウ））））    全炭化水素全炭化水素全炭化水素全炭化水素    

当地域における全炭化水素濃度の測定は、平成 22 年度には、一般環境大気測

定局 2 か所及び自動車排出ガス測定局 1 か所で実施した。自動車排出ガス測定局

が一般環境大気測定局と比べ若干高い傾向があるが、減少傾向にある。 

当地域における午前 6 時から 9 時までの 3 時間平均値の年平均値の推移は、図

2－2－4のとおりである。 
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図 2－1－5 全炭化水素濃度の推移 

 

イイイイ    当該課題当該課題当該課題当該課題にににに係係係係るるるる要因分析及要因分析及要因分析及要因分析及びびびび過去過去過去過去のののの施策施策施策施策のののの実施状況実施状況実施状況実施状況    

光化学オキシダントは、その発生機構がきわめて複雑であり、未解明な部分も多いが、

これらの原因物質と考えられる窒素酸化物、炭化水素類の排出量を削減することにより光

化学オキシダントについても削減することが期待できることから、それらの排出実態の把握

に努めるとともに、監視測定体制の充実を図ってきたところである。 

また、光化学オキシダントの濃度が一定レベル以上となると、主要排出源等に情報提供

を行うとともに、注意報が発令された場合は、「北九州市光化学スモッグ緊急時措置等実

施要綱」に基づき、緊急時対象工場に対し、ばい煙排出量削減の協力要請を行うことに

なっている。 

表 2－1－2 北九州市光化学スモッグ緊急時措置実施要綱の概要 

発令区分 発令基準 措置事項 備考 

光化学スモッグ 

 

注  意  報 

基準測定点の内、いずれか一の基準点  

（以下この表では「一基準点」）という。）に 

おいて、オキシダント濃度の 1 時間値が百

万分の 0.120 以上と なり、かつ、気象状況

及び参考測定点の測定値から見て、その濃

度が継続すると認められるときであること。 

 

窒素酸化物に係るばい煙の 

排出量を通常操業時の排出

量から 20%程度削減するこ

とについての協力要請。 
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発令区分 発令基準 措置事項 備考 

光化学スモッグ 

 

警     報 

一基準点において、オキシダント濃度の   

1 時間値が百万分の 0.240 以上となり、   

かつ、気象状況及び参考測定点の測定値 

から見て、その濃度が継続すると認められる

ときであること。 

窒素酸化物に係るばい煙の 

排出量を通常操業時の排出

量から 30%以上削減するこ

とについての協力要請。 

 

光化学スモッグ 

 

重 大 警 報 

一基準点において、オキシダント濃度の   

1 時間値が百万分の 0.400 以上となり、   

かつ、気象状況及び参考測定点の測定値 

から見て、その濃度が継続すると認められる

ときであること。 

窒素酸化物に係るばい煙の 

排出量を通常操業時の排出

量から 40%以上削減するこ

とについての命令。 

緊急事態 

が ば い 煙

に起因する

場合に命令

する。 

 

ウウウウ    講講講講ずるずるずるずる施策及施策及施策及施策及びびびび達成目標達成目標達成目標達成目標    

光化学オキシダントの原因物質と考えられる窒素酸化物等の排出量の削減を推進する

ことにより、全測定時間に対する環境基準超過の割合を現在の 8.4%～3%以下となるよう

に努める。 

（（（（アアアア））））        原因物質対策原因物質対策原因物質対策原因物質対策    

窒素酸化物については、自動車排出ガス対策として、交通流・交通量対策を実施す

るとともに、排出源対策として、排出規制に基づく工場・事業場への監視・指導などを行

う。 

炭化水素類についても、発生源と考えられる貯蔵施設、給油所などからの排出実態

の把握を努めるとともに、大気汚染防止法の VOC 排出規制に基づく工場・事業場への

監視・指導、さらに排出削減方法の検討、事業者への自主管理の徹底により排出量の

削減を図る。 

また、光化学オキシダントは、その発生が広範囲にわたり、特に最近では当該地域以

外からの流入も考えられることから、流入の影響の把握に努めるとともに、九州各県との

広域的な情報交換などに取り組む。 

 

（（（（イイイイ））））        緊緊緊緊急時対策急時対策急時対策急時対策    

昭和 59 年 7 月に制定した「北九州市光化学スモッグ緊急時措置等実施要綱」に基

づき必要な措置を講ずる。 

 

      図 2－1－2 光化学オキシダントに係る体系図 
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窒素酸化物 

炭化水素類 自主管理の促進 

排出抑制方策の検討 
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２２２２    騒音騒音騒音騒音・・・・振動対策振動対策振動対策振動対策    

（（（（１１１１））））    騒音騒音騒音騒音・・・・振動振動振動振動のののの概況概況概況概況    

当地域における騒音規制法に基づく規制地域の指定は、昭和 44 年 5 月に指定し、その

後随時指定地域の見直しを行うなど必要な規制を実施している。振動規制法に基づく地域

の指定については、昭和 52 年 10 月に指定を行い、その後随時指定地域の見直しを行って

いる。騒音に係る環境基準の類型については、昭和 48 年 7 月に指定を行った。その後、平

成 10 年 9 月に新たな環境基準が告示されたことにともない、この環境基準に基づく類型指

定を平成 11年 3月に行った。 

 

アアアア    自動車交通騒音自動車交通騒音自動車交通騒音自動車交通騒音    

当地域の主要幹線道路における自動車騒音の実態把握のため、昭和 62 年度から騒

音測定を行ってきた。平成 11 年 4 月に騒音に係る環境基準が改正されたことを受け、平

成 12 年度より面的評価を行っており、平成 18 年度からは 22 年度までの 5 年計画で主

要道路 140区間について測定を行った。 

平成 22 年度の調査結果で見ると、測定を行った 140 区間内の評価対象となる住居戸

数のうち、道路近傍の近接空間においては 86.9%、非近接空間では 98.3%、評価範囲全

体では 93.2%が昼夜とも環境基準に適合していた。 

平成 22 年度における自動車騒音の環境基準適合状況、測定地点毎の騒音測定・評

価結結果は表 2－2－1～表 2－2－2 のとおりであり、調査地点及び評価区間は図 2－2

－1のとおりである。 

表 2－2－1 環境基準適合状況（平成 22年度） 

  
昼間適合 夜間適合 

昼夜ともに

適合 

昼夜ともに

不適合 
対象戸数 

基準適合戸数 41,763 39,855 39,569 3,473 
近接空間 

適合率 91.7％ 87.6％ 86.9％ 7.6% 
45,522 

基準適合戸数 56,530 56,001 55,962 359 非近接 

空間 適合率 99.3％ 98.4％ 98.3％ 0.6% 
56,928 

基準適合戸数 98,293 95,856 95,531 3,832 評価範囲 

全体 適合率 95.9％ 93.6％ 93.2％ 3.7％ 
102,450 

(注) 環境基準：昼間（6時～22時） 70ｄB以下、 夜間（22時～6時） 65ｄB以下 

近接空間：道路端から 0～20ｍ（2車線以下は 0～15ｍ）  

非近接空間：20ｍ～50ｍ（2車線以下は 15～50ｍ） 

資料：北九州市環境局 
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表 2－2－2 自動車騒音測定・評価結果（平成 22年度） 

昼間
適合

夜間
適合

昼夜
とも
適合

昼夜
とも

不適合

昼間
適合

夜間
適合

昼夜
とも
適合

昼夜
とも

不適合

昼間の
10分間
交通量

[台]

大型車
混入率

[％]

1
門司区高田一丁目
～小倉北区砂津一丁目

小倉北区
上富野三丁目

4 一般国道3号 H19.2.27 △ 72 △ 68 79.1 62.9 62.9 20.9 99.7 99.3 99.3 0.3 260 4.5

2
小倉北区大田町一丁目
～小倉北区香春口二丁目

小倉北区
中津口一丁目

4 一般国道3号 H19.2.27 △ 71 △ 67 100.0 76.2 76.2 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 354 3.1

3
八幡西区筒井町
～八幡西区陣原二丁目

八幡西区
萩原一丁目

4 一般国道3号 H19.2.6 68 65 99.8 99.8 99.8 0.2 100.0 100.0 100.0 0.0 452 4.5

4
小倉北区片野新町二丁目
～小倉南区湯川一丁目

小倉北区
重住三丁目

4 一般国道10号 H19.2.27 △ 71 △ 68 85.5 61.5 61.5 14.5 100.0 99.6 99.6 0.0 494 2.9

5
小倉南区長野二丁目
～小倉南区津田一丁目

小倉南区
津田新町二丁目

6 一般国道10号 H19.2.15 70 △ 66 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 652 6.3

6
門司区西海岸一丁目
～門司区大里本町二丁目

門司区
大里本町一丁目

2 一般国道199号 H19.2.27 △ 73 ▲ 73 76.3 13.6 13.6 23.7 100.0 50.9 50.9 0.0 270 7.4

7
若松区本町三丁目
～若松区二島五丁目

若松区
和田町16

4 一般国道199号 H19.2.20 △ 74 △ 69 59.7 59.7 59.7 40.3 99.7 99.7 99.7 0.3 426 3.8

8
小倉北区緑ヶ丘一丁目
～戸畑区千防二丁目

戸畑区
中原西三丁目

2 一般国道199号 H19.2.20 68 64 100.0 99.7 99.7 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 172 3.1

9
八幡西区市瀬一丁目
～八幡西区中の原二丁目

八幡西区
割子川一丁目

4 一般国道211号 H19.2.6 △ 72 ▲ 71 52.5 36.5 36.5 47.5 100.0 89.3 89.3 0.0 316 4.7

10
小倉南区徳力三丁目
～小倉南区高津尾

小倉南区
長行東一丁目

4 一般国道322号 H19.2.15 △ 73 △ 69 73.4 62.0 62.0 26.6 100.0 99.8 99.8 0.0 385 4.6

11
若松区本町三丁目
～若松区北浜一丁目

若松区
本町一丁目

4 一般国道495号 H19.2.20 △ 72 62 84.2 100.0 84.2 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 56 18.8

12
若松区大鳥居
～八幡西区力丸町

八幡西区
光貞台一丁目

4
主要県道
有毛引野線

H19.2.6 68 61 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 246 2.6

13
門司区春日町
～門司区伊川

門司区
黒川西一丁目

4
主要県道
門司行橋線

H19.2.15 △ 74 ▲ 71 52.7 41.4 41.4 47.3 99.7 95.8 95.8 0.3 195 11.0

14
八幡西区永犬丸東町一丁目
～八幡西区永犬丸五丁目

八幡西区
里中一丁目

4
主要県道
中間引野線

H19.2.6 68 64 96.6 96.6 96.6 3.4 100.0 100.0 100.0 0.0 369 2.4

15
八幡東区中央町二丁目
～八幡東区枝光三丁目

八幡東区
山王一丁目

4
主要県道
八幡戸畑線

H19.2.20 64 58 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 118 3.7

16
小倉南区下曽根一丁目
～小倉南区北方二丁目

小倉南区
下石田一丁目

2
主要県道
曽根鞘ケ谷線

H19.2.15 69 63 99.6 99.7 99.6 0.3 100.0 100.0 100.0 0.0 121 3.3

17
八幡東区荒生田二丁目
～戸畑区天籟寺一丁目

戸畑区
夜宮二丁目

2
主要県道
曽根鞘ケ谷線

H19.2.20 67 62 100.0 99.6 99.6 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 218 2.8

18
小倉北区南丘二丁目
～小倉北区貴船町

小倉北区
南丘一丁目

2
主要県道
長行田町線

H19.2.27 67 62 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 141 3.8

19
門司区畑
～門司区吉志

門司区
吉志二丁目

2
主要県道
門司行橋線

H19.2.15 69 64 100.0 95.9 95.9 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 81 5.8

20
小倉南区徳力五丁目
～小倉南区企救丘二丁目

小倉南区
志徳二丁目

4
主要市道
徳力葛原線

H19.2.15 68 63 95.6 94.5 94.5 4.4 100.0 100.0 100.0 0.0 192 1.7

21
小倉南区中曽根五丁目
～小倉南区貫

小倉南区
下貫三丁目

4
一般県道
新道寺曽根線

H19.2.15 65 59 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 91 5.2

22
小倉北区赤坂一丁目
～小倉北区霧ヶ丘三丁目

小倉北区
黒原三丁目

6
一般県道
湯川赤坂線

H19.2.27 70 △ 66 99.4 78.0 78.0 0.6 97.1 95.0 95.0 2.9 362 3.2

23
小倉北区魚町二丁目
～小倉北区香春口一丁目

小倉北区
馬借三丁目

6
一般県道
三萩野魚町線

H19.2.27 67 64 100.0 94.1 94.1 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 260 4.5

24
若松区頓田
～若松区鴨生田二丁目

若松区
鴨生田四丁目

4
一般県道
頓田二島線

H19.2.20 65 58 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 152 5.5

25
八幡西区下上津役一丁目
～八幡西区中の原二丁目

八幡西区
町上津役西三丁目

2
一般県道
植木上上津役線

H19.2.6 68 62 97.4 96.2 94.9 1.3 99.2 99.2 99.2 0.8 71 1.0

26
八幡東区大蔵一丁目
～小倉北区金鶏町

八幡東区
昭和一丁目

4
一般県道
大蔵到津線

H19.2.20 70 △ 66 100.0 85.3 85.3 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 258 4.5

27
小倉北区萩崎町
～小倉北区三郎丸一丁目

小倉北区
三郎丸三丁目

4
一般市道
三萩野三郎丸1号線

H19.2.27 70 △ 66 100.0 80.7 80.7 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 180 2.6

28
八幡西区大浦三丁目
～八幡西区浅川一丁目

八幡西区
藤原二丁目

4
一般市道
浅川121号線

H19.2.6 69 65 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 210 3.8

29
門司区東門司一丁目
～門司区東本町一丁目

門司区
老松町

4  一般国道2号 H19.11.21 70 △ 70 100.0 66.7 66.7 0.0 100.0 72.3 72.3 0.0 259 14.8

30
小倉北区都二丁目
～八幡東区東田二丁目

小倉北区
井堀四丁目

4  一般国道3号 H19.12.3 △ 71 △ 67 86.5 82.7 82.7 13.5 100.0 99.4 99.4 0.0 411 1.8

31
八幡東区中央二丁目
～八幡東区前田三丁目

八幡東区
前田一丁目

6  一般国道3号 H19.12.3 70 △ 68 71.8 39.1 39.1 28.2 99.8 99.2 99.2 0.2 531 5.2

32
小倉南区朽網
～小倉南区朽網東五丁目

小倉南区
朽網東二丁目

4  一般国道10号 H19.11.26 △ 73 △ 69 84.0 48.0 48.0 16.0 97.8 96.7 96.7 2.2 398 5.7

33
門司区大里本町三丁目
～小倉北区末広一丁目

小倉北区
末広一丁目

4  一般国道199号 H19.12.5 △ 73 ▲ 71 60.6 50.3 50.3 39.4 95.5 75.5 75.5 4.5 392 9.1

34
小倉北区末広一丁目
～小倉北区許斐町

小倉北区
浅野二丁目

6  一般国道199号 H19.12.5 69 △ 67 100.0 64.9 64.9 0.0 100.0 95.4 95.4 0.0 471 8.5

35
若松区二島六丁目
～八幡西区大浦三丁目

八幡西区
大字本城

4  一般国道199号 H19.12.3 67 61 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 274 3.6

36
小倉北区竪町一丁目
～小倉北区日明二丁目

小倉北区
日明二丁目

4  一般国道199号 H19.12.5 68 64 100.0 98.7 98.7 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 218 2.8

37
八幡西区金剛一丁目
～八幡西区野面

八幡西区
星ヶ丘七丁目

4  一般国道200号 H19.11.28 60 55 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 404 10.6

番
号

評価区間 測定地点
車
線
数

対象道路 測定時期

等価騒音ﾚﾍﾞﾙ
Laeq  [ﾃﾞｼﾍﾞﾙ]

【環境基準値】

環境基準適合状況:適合率 [％]
（適合戸数/評価戸数） 交通量調査

近接空間 非近接空間

昼間
【70】

夜間
【65】
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昼間
適合

夜間
適合

昼夜
とも
適合

昼夜
とも

不適合

昼間
適合

夜間
適合

昼夜
とも
適合

昼夜
とも

不適合

昼間の
10分間
交通量

[台]

大型車
混入率

[％]

38
小倉南区高津尾
～小倉南区市丸

小倉南区
大字新道寺

4  一般国道322号 H19.11.21 △ 72 △ 68 81.5 70.4 70.4 18.5 99.0 99.0 99.0 1.0 192 9.4

39
若松区浜町三丁目
～若松区向洋町

若松区
波打町

4  一般国道495号 H19.11.28 70 62 94.2 100.0 94.2 0.0 99.7 100.0 99.7 0.0 122 7.1

40
門司区畑
～門司区吉志

門司区
吉志三丁目

4
 主要県道
門司行橋線

H19.11.21 69 △ 66 99.6 87.1 87.1 0.4 100.0 99.6 99.6 0.0 264 9.9

41
小倉南区葛原東四丁目
～小倉南区朽網

小倉南区
中曽根東一丁目

2
 主要県道
門司行橋線

H19.11.26 69 △ 67 100.0 87.1 87.1 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 125 14.1

42
若松区鴨生田一丁目
～若松区高須西二丁目

若松区
大字払川

4
 主要県道
北九州芦屋線

H19.11.28 △ 71 63 90.0 100.0 90.0 0.0 96.0 100.0 96.0 0.0 206 3.6

43
八幡東区前田三丁目
～八幡東区中央二丁目

八幡東区
前田二丁目

4
 主要県道
八幡戸畑線

H19.12.3 65 60 92.7 66.8 66.8 7.3 100.0 100.0 100.0 0.0 121 7.0

44
小倉南区蒲生五丁目
～小倉南区蒲生一丁目

小倉南区
蒲生二丁目

2
 主要県道
長行田町線

H19.11.21 70 △ 66 98.9 96.6 96.6 1.1 100.0 100.0 100.0 0.0 177 2.9

45
門司区田野浦二丁目
～門司区太刀浦海岸

門司区
田野浦二丁目

6
主要県道
黒川白野江東本町線

H19.12.11 69 61 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 60 9.6

46
門司区太刀浦海岸
～門司区白野江二丁目

門司区
白野江二丁目

2
主要県道
黒川白野江東本町線

H19.12.11 64 52 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 29 5.7

47
門司区白野江二丁目
～門司区高砂町

門司区
大字大積

4
主要県道
黒川白野江東本町線

H19.12.11 67 58 96.0 92.9 92.9 4.0 100.0 100.0 100.0 0.0 54 6.1

48
中間市土手ノ内一丁目
～八幡西区木屋瀬四丁目

八幡西区
楠橋西三丁目

2
 主要県道
直方水巻線

H19.11.28 △ 71 △ 66 100.0 100.0 100.0 0.0 97.5 97.5 97.5 2.5 129 5.4

49
若松区高須西二丁目
～八幡西区三ツ頭一丁目

八幡西区
三ツ頭一丁目

4
 一般県道
水巻芦屋線

H19.12.3 66 58 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 114 3.0

50
小倉南区徳力二丁目
～小倉南区母原

小倉南区
大字志井

2
 一般県道
井手浦徳力線

H19.11.21 66 58 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 75 3.9

51
門司区浜町
～門司区浜町

門司区
浜町

4
 一般県道
門司東本町線

H19.12.11 68 64 100.0 95.6 95.6 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 163 5.8

52
門司区浜町
～門司区門司

門司区
旧門司二丁目

2
 一般県道
門司東本町線

H19.12.11 63 57 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 35 4.0

53
小倉北区三郎丸一丁目
～小倉北区宇佐町二丁目

小倉北区
神岳二丁目

2
 一般県道
城野砂津線

H19.11.26 68 64 100.0 99.5 99.5 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 190 2.5

54
若松区畠田四丁目
～若松区二島三丁目

若松区
二島五丁目

2
 一般県道
頓田二島線

H19.11.28 67 61 98.8 98.8 98.8 1.3 100.0 100.0 100.0 0.0 93 3.4

55
小倉北区片野三丁目
～小倉北区片野五丁目

小倉北区
東篠崎一丁目

6
 一般市道
黄金片野1号線

H19.11.26 70 △ 66 95.0 58.1 58.1 5.0 100.0 100.0 100.0 0.0 381 4.3

56
小倉南区湯川五丁目
～小倉南区葛原東一丁目

小倉南区
葛原五丁目

4
 一般市道
湯川飛行場線

H19.11.26 65 61 100.0 99.5 99.5 0.0 100.0 98.7 98.7 0.0 438 2.3

57
門司区清滝一丁目
～門司区葛葉三丁目

門司区
風師三丁目

2  一般国道3号 H20.12.17 66 61 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 190 4.7

58
小倉北区黄金一丁目
～小倉北区清水四丁目

小倉北区
吉野町

4  一般国道3号 H21.1.19 66 62 95.8 90.7 90.7 4.2 100.0 100.0 100.0 0.0 287 3.3

59
小倉北区中井浜
～戸畑区川代一丁目

戸畑区
三六町

2  一般国道199号 H21.1.19 △ 73 △ 69 40.4 33.6 33.6 59.6 98.6 96.1 96.1 1.4 265 5.1

60
八幡西区下上津役四丁目
～八幡西区馬場山西

八幡西区
太平一丁目

4  一般国道200号 H20.12.15 △ 74 △ 67 89.7 93.9 89.7 6.1 99.2 100.0 99.2 0.0 421 2.5

61
若松区二島一丁目
～八幡西区本城一丁目

八幡西区
御開一丁目

2  一般国道199号 H21.1.22 70 64 96.0 96.0 96.0 4.0 100.0 100.0 100.0 0.0 151 2.7

62
八幡西区本城一丁目
～八幡西区本城東五丁目

八幡西区
本城東三丁目

2  一般国道199号 H21.1.22 66 60 99.5 99.5 99.5 0.5 100.0 100.0 100.0 0.0 122 1.6

63
小倉南区北方五丁目
～小倉南区守恒本町二丁目

小倉南区
日の出町二丁目

2  一般国道322号 H20.12.10 65 60 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 106 5.2

64
若松区頓田
～若松区大字有毛

若松区
大字安屋

2  一般国道495号 H21.1.15 65 56 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 23 8.9

65
八幡西区樋口町
～八幡西区養福寺町

八幡西区
鷹の巣二丁目

2
主要県道
有毛引野線

H20.12.15 68 63 98.6 100.0 98.6 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 320 3.1

66
門司区栄町
～門司区丸山二丁目

門司区
清滝五丁目

2
主要県道
門司行橋線

H20.12.17 68 62 100.0 99.4 99.4 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 108 5.1

67
門司区丸山二丁目
～門司区春日町

門司区
丸山吉野町

4
主要県道
門司行橋線

H20.12.17 △ 72 △ 69 91.8 72.4 72.4 8.2 100.0 100.0 100.0 0.0 269 11.7

68
門司区吉志
～小倉南区葛原東二丁目

小倉南区
上吉田一丁目

4
主要県道
門司行橋線

H21.1.13 70 △ 66 100.0 90.2 90.2 0.0 100.0 99.8 99.8 0.0 297 9.3

69
八幡東区枝光二丁目
～戸畑区幸町

八幡東区
枝光四丁目

4
主要県道
八幡戸畑線

H21.1.19 ▲ 76 ▲ 71 41.5 41.5 41.5 58.5 89.2 89.2 89.2 10.8 397 2.9

70
小倉南区徳吉東五丁目
～小倉南区田代町

小倉南区
徳吉南三丁目

2
主要県道
小倉中間線

H20.12.10 64 56 98.8 99.4 98.8 0.6 100.0 100.0 100.0 0.0 34 1.5

71
小倉南区田代町
～八幡東区大蔵二丁目

八幡東区
大蔵二丁目

2
主要県道
北九州小竹線

H21.1.22 67 58 98.1 98.8 98.1 1.2 99.7 100.0 99.7 0.0 93 2.2

72
門司区寺内三丁目
～門司区畑

門司区
大字畑

4
主要県道
新門司港大里線

H20.12.17 △ 72 △ 67 74.0 74.0 74.0 26.0 93.4 93.4 93.4 6.6 201 7.5

73
小倉南区上吉田二丁目
～小倉南区沼本町一丁目

小倉南区
中吉田六丁目

2
主要県道
門司行橋線

H21.1.13 69 62 100.0 99.0 99.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 108 1.9

74
小倉南区津田二丁目
～小倉南区葛原東三丁目

小倉南区
津田新町一丁目

4
主要県道
徳力葛原線

H20.12.10 67 64 98.8 98.8 98.8 1.2 100.0 100.0 100.0 0.0 331 8.0

75
小倉南区朽網西六丁目
～小倉南区朽網東四丁目

小倉南区
朽網東四丁目

2
一般県道
須磨園南原曽根線

H21.1.22 67 61 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 92 1.1

番
号

評価区間 測定地点
車
線
数

対象道路 測定時期

等価騒音ﾚﾍﾞﾙ
Laeq  [ﾃﾞｼﾍﾞﾙ]

【環境基準値】

環境基準適合状況:適合率 [％]
（適合戸数/評価戸数） 交通量調査

近接空間 非近接空間

昼間
【70】

夜間
【65】
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昼間
適合

夜間
適合

昼夜
とも
適合

昼夜
とも

不適合

昼間
適合

夜間
適合

昼夜
とも
適合

昼夜
とも

不適合

昼間の
10分間
交通量

[台]

大型車
混入率

[％]

76
小倉南区徳吉南二丁目
～小倉南区大字道原

小倉南区
徳吉南一丁目

2
一般県道
呼野道原徳吉線

H20.12.10 64 61 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 36 2.8

77
小倉北区金田一丁目
～小倉北区上到津三丁目

小倉北区
上到津二丁目

4
一般県道
堅町到津線

H21.1.19 68 62 99.7 100.0 99.7 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 191 4.5

78
八幡西区吉祥寺
～八幡西区千代四丁目

八幡西区
椋枝二丁目

4
一般県道
植木上上津役線

H20.12.15 68 60 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 154 3.6

79
八幡西区永犬丸五丁目
～八幡西区則松一丁目

八幡西区
則松六丁目

2
一般県道
下上津役折尾線

H20.12.15 △ 71 65 90.3 99.7 90.3 0.3 100.0 100.0 100.0 0.0 121 0.8

80
門司区吉志二丁目
～門司区大字恒見

門司区
吉志二丁目

2
一般県道
井ノ浦港線

H21.1.13 63 54 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 16 3.2

81
小倉南区長尾六丁目
～小倉南区大字合馬

小倉南区
長尾六丁目

2
一般県道
合馬長行線

H20.12.10 65 58 99.3 99.3 99.3 0.7 100.0 100.0 100.0 0.0 73 4.8

82
若松区本町二丁目
～若松区中川町

若松区
本町二丁目

4
一般市道
本町小竹1号線

H21.1.15 59 50 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 63 3.2

83
小倉北区弁天町
～小倉北区片野五丁目

小倉北区
弁天町

4
一般市道
弁天町東篠崎1号線

H21.1.19 △ 73 △ 70 58.3 56.3 56.3 41.7 97.5 91.9 91.9 2.5 310 2.1

84
八幡西区則松一丁目
～八幡西区光明一丁目

八幡西区
則松一丁目

4
一般市道
則松光明1号線

H20.12.15 △ 71 64 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 267 1.3

85
門司区東本町１丁目
～門司区清滝２丁目

門司区
栄町３丁目

5 一般国道3号 H22.1.19 67 65 100.0 87.5 87.5 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 225 8.4

86
八幡東区前田３丁目
～八幡西区藤田３丁目

八幡西区
紅梅１丁目

6 一般国道３号 H21.12.8 △ 74 ▲ 72 58.2 55.7 55.7 41.8 99.8 64.3 64.3 0.2 512 4.1

87
小倉北区三萩野１丁目
～小倉北区片野４丁目

小倉北区
片野１丁目

4 一般国道10号 H21.12.1 66 62 98.6 92.7 92.7 1.4 100.0 100.0 100.0 0.0 166 4.2

88
小倉南区津田新町３丁目
～小倉南区朽網西１丁目

小倉南区
下貫２丁目

4 一般国道10号 H21.12.1 67 64 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 482 6.1

89
八幡西区折尾４丁目
～八幡西区日吉台１丁目

八幡西区
日吉台２丁目

4 一般国道199号 H21.12.8 66 60 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 269 2.8

90
戸畑区新地２丁目
～戸畑区川代２丁目

戸畑区
新池３丁目

2 一般国道199号 H22.1.21 66 59 98.2 97.9 97.9 1.8 100.0 100.0 100.0 0.0 86 2.8

91
八幡西区割子川２丁目
～八幡西区下上津役１丁目

八幡西区
沖田４丁目

4
一般国道２００号
（振替区間）

H21.12.8 △ 74 △ 67 57.8 76.4 57.8 23.6 97.9 98.7 97.6 1.0 236 2.5

92
八幡西区千代１丁目
～八幡西区茶屋の原１丁目

八幡西区
馬場山東２丁目

2 一般国道211号 H21.12.8 △ 72 ▲ 71 85.5 55.1 55.1 14.5 93.1 75.9 75.9 6.9 153 5.0

93
若松区向洋町
～若松区柳崎町

若松区
脇之浦

4 一般国道495号 H22.1.21 △ 71 63 96.0 100.0 96.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 210 4.5

94
八幡西区本城東５丁目
～八幡西区折尾４丁目

八幡西区
光明２丁目

2 一般国道１９９号 H21.12.8 67 61 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 125 3.0

95
小倉北区片野４丁目
～小倉南区北方２丁目

小倉南区
下城野２丁目

2 一般国道322号 H22.1.19 65 59 99.4 99.0 99.0 0.6 100.0 100.0 100.0 0.0 89 6.7

96
小倉南区北方２丁目
～小倉北区熊谷３丁目

小倉南区
北方３丁目

3
主要県道
曽根鞘ヶ谷線

H22.1.19 69 62 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 116 1.2

97
小倉北区田代町
～八幡西区香月西３丁目

八幡西区
香月中央４丁目

2
主要県道
小倉中間線

H21.12.8 67 59 98.6 98.6 98.2 0.9 100.0 99.7 99.7 0.0 65 5.9

98
小倉南区徳吉西１丁目
～小倉南区下南方２丁目

小倉南区
長尾１丁目

2
主要県道
長行田町線

H22.1.19 △ 71 △ 66 80.4 78.7 78.7 19.6 100.0 100.0 100.0 0.0 149 4.2

99
門司区大里本町２丁目
～門司区大里戸ノ上４丁目

門司区
柳町１丁目

2
主要県道
新門司大里線

H21.12.1 △ 72 △ 67 61.2 60.6 60.6 38.8 97.4 97.0 97.0 2.6 141 7.0

100
門司区東門司１丁目
～門司区新開

門司区
東門司１丁目

4
主要県道　　　黒川
白野江東本町線

H22.1.19 68 63 100.0 99.8 99.8 0.0 100.0 99.8 99.8 0.0 264 8.3

101
小倉南区下曽根４丁目
～小倉南区朽網西２丁目

小倉南区
中曽根１丁目

2
一般県道
須磨園南原曽根線

H21.12.1 67 60 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 130 1.7

102
門司区大里東１丁目
～門司区伊川

門司区
大里東４丁目

2
一般県道
柄杓田大里線

H21.12.1 67 61 99.8 99.7 99.7 0.2 100.0 100.0 100.0 0.0 142 2.2

103
小倉北区三郎丸１丁目
～小倉北区片野新町２丁目

小倉北区
熊本１丁目

4
一般県道
城野砂津線

H21.12.1 68 63 97.2 83.5 83.5 2.8 100.0 100.0 100.0 0.0 134 1.4

104
戸畑区旭町
～小倉北区中井５丁目

戸畑区
新池１丁目

5
一般県道
下到津戸畑線

H22.1.21 67 62 71.2 85.5 71.2 14.5 100.0 100.0 100.0 0.0 157 6.2

105
八幡西区黒崎３丁目
～八幡西区本城４丁目

八幡西区
本城東１丁目

4
一般県道
本城熊手線

H21.12.8 △ 73 △ 68 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 322 2.8

106
八幡西区香月中央１丁目
～八幡西区楠橋上方１丁目

八幡西区
香月中央４丁目

2
一般県道
植木上上津役線

H21.12.8 58 50 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 14 0.0

107
八幡西区大平１丁目
～八幡西区永犬丸５丁目

八幡西区
三ヶ森３丁目

2
一般県道
下津役折尾線

H21.12.8 64 58 98.6 99.3 98.6 0.7 100.0 100.0 100.0 0.0 81 0.0

108
小倉北区城内
～小倉北区田町

小倉北区
田町

4
一般市道
大門金田１号線

H22.1.21 69 64 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 187 2.8

109
若松区中川町
～若松区赤崎町

若松区
赤崎町

4
一般市道
本町小竹１号線

H22.1.21 68 60 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 89 3.5

110
小倉南区葛原東３丁目
～小倉南区下曽根２丁目

小倉南区
下曽根２丁目

4
一般市道
湯川飛行場線

H21.12.1 67 60 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 186 3.2

111
小倉北区砂津２丁目
～小倉北区須賀町

小倉北区
下冨野２丁目

4
一般市道
砂津上富野１号線

H21.12.1 66 60 96.3 91.6 91.6 3.7 100.0 100.0 100.0 0.0 197 3.1

112
八幡東区清田２丁目
～八幡東区山路松尾町

八幡東区
清田２丁目

4
一般市道　 清田山
路松尾町１号線

H22.1.26 62 53 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 57 6.5

113
八幡西区力丸町
～八幡西区樋口町

八幡西区
本城東３丁目

4
主要県道
有毛引野線

H22.1.19 65 60 100.0 99.2 99.2 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 358 2.1

番
号

評価区間 測定地点
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（適合戸数/評価戸数） 交通量調査

近接空間 非近接空間
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昼間
適合

夜間
適合

昼夜
とも
適合

昼夜
とも

不適合

昼間
適合

夜間
適合

昼夜
とも
適合

昼夜
とも

不適合

昼間の
10分間
交通量

[台]

大型車
混入率

[％]

114
門司区畑
～門司区畑

門司区
大字畑

4
主要県道
新門司大里線

H22.1.19 70 64 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 181 14.0

115
八幡西区三ヶ森２丁目～
八幡西区永犬丸西町４丁目

八幡西区
永犬丸西町４丁目

4
主要県道
中間引野線

H22.1.19 △ 71 △ 67 98.0 86.1 86.1 2.0 100.0 100.0 100.0 0.0 317 2.1

116
小倉南区湯川１丁目
～小倉南区若園４丁目

小倉南区
若園４丁目

2
一般県道
湯川石田停車場線

H22.1.19 64 58 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 68 1.6

117
小倉北区堅町１丁目
～小倉北区金田２丁目

小倉北区
堅町２丁目

2
一般県道
堅町到津線

H22.1.26 63 56 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 50 16.9

118
小倉北区中井５丁目
～小倉北区下到津４丁目

小倉北区
中井５丁目

4
一般県道
下到津戸畑線

H22.1.21 △ 72 △ 66 99.8 99.8 99.8 0.2 100.0 100.0 100.0 0.0 211 2.9

119
門司区片上町１丁目
～門司区中町２丁目

門司区
北川町

4 一般国道3号 H22.11.30 70 65 91.6 91.6 91.6 8.4 100.0 100.0 100.0 0.0 144 9.9

120
小倉北区清水４丁目
～小倉北区上到津２丁目

小倉北区
真鶴１丁目

4 一般国道3号 H23.1.19 65 61 99.8 99.8 99.8 0.2 100.0 100.0 100.0 0.0 375 2.3

121
小倉北区上到津３丁目
～小倉北区都１丁目

小倉北区
上到津２丁目

4 一般国道3号 H23.1.19 △ 73 △ 69 84.8 73.6 73.6 15.2 100.0 99.1 99.1 0.0 314 1.3

122
八幡西区樋口町
～八幡西区日吉台３丁目

八幡西区
陣原５丁目

4 一般国道3号 H23.1.19 △ 72 △ 69 92.5 77.1 77.1 7.5 91.1 82.1 82.1 8.9 425 4.5

123
小倉南区湯川２丁目
～小倉南区湯川５丁目

小倉南区
湯川１丁目

6 一般国道10号 H22.11.30 △ 73 △ 70 61.0 48.8 48.8 39.0 100.0 95.3 95.3 0.0 609 3.1

124
八幡西区黒崎３丁目
～八幡西区引野１丁目

八幡西区
別所町

4 一般国道200号 H23.1.19 △ 75 △ 69 60.9 65.1 60.9 34.9 99.1 99.6 99.1 0.4 381 3.7

125
八幡西区中の原２丁目
～八幡西区千代１丁目

八幡西区
町上津役西４丁目

2 一般国道211号 H23.1.19 68 △ 67 84.4 59.7 59.7 15.6 99.5 95.1 95.1 0.5 236 4.5

126
小倉北区片野４丁目
～小倉南区徳力１丁目

小倉南区
北方２丁目

5 一般国道322号 H22.11.30 66 61 99.0 98.6 98.6 1.0 100.0 100.0 100.0 0.0 330 3.5

127
八幡西区金剛２丁目
～八幡西区野面

八幡西区
野面

2
一般国道200号(現
道)

H23.1.19 68 63 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 137 4.1

128
小倉南区高津尾
～小倉南区大字呼野

小倉南区
大字呼野

2 一般国道322号 H22.11.30 64 54 99.5 99.3 99.3 0.5 100.0 100.0 100.0 0.0 12 4.3

129
門司区伊川
～門司区畑

門司区
大字猿喰

4
主要県道
門司行橋線

H22.11.30 67 65 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 72 4.9

130
小倉南区大字木下
～小倉南区大字新道寺

小倉南区
大字木下

2
主要県道
直方行橋線

H22.11.30 60 54 100.0 98.2 98.2 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 10 6.7

131
小倉北区熊谷５丁目
～八幡東区荒生田３丁目

八幡東区
清田２丁目

2
主要県道
曽根鞘ケ谷線

H23.1.19 68 62 100.0 99.7 99.7 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 141 1.3

132
八幡東区大蔵２丁目
～八幡東区上本町１丁目

八幡東区
上本町１丁目

4
主要県道
北九州小竹線

H23.1.19 △ 73 △ 67 84.0 87.5 84.0 12.5 99.3 100.0 99.3 0.0 401 3.7

133
小倉南区石田
～小倉南区津田２丁目

小倉南区
津田町１丁目

4
主要県道
徳力葛原線

H22.11.30 69 64 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 99.0 99.0 0.0 211 5.8

134
八幡西区則松１丁目
～八幡西区光明２丁目

八幡西区
則松１丁目

2
一般県道
下上津役折尾線

H23.1.19 67 59 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 46 0.7

135
門司区長谷１丁目
～門司区田野浦１丁目

門司区
長谷１丁目

2
一般県道
田ノ浦港線

H22.11.30 66 59 100.0 99.5 99.5 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 186 4.7

136
若松区赤崎町
～若松区向洋町

若松区
小石本村町

2
一般市道
本町小竹１号線

H23.1.19 68 59 100.0 100.0 100.0 0.0 49.8 55.2 49.8 44.8 63 4.0

137
小倉北区青葉２丁目
～小倉北区下到津１丁目

小倉北区
菜園場２丁目

4
一般市道
愛宕下到津１号線

H22.11.30 65 60 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 173 2.4

138
小倉南区横代北町２丁目
～小倉南区蜷田若園１丁目

小倉南区
横代北町２丁目

4
一般市道　　　南若
園横代北町１号線

H22.11.30 △ 71 △ 66 82.3 82.8 82.3 17.2 99.6 99.6 99.6 0.4 412 2.3

139
小倉北区大手町
～小倉北区江南町

小倉北区
中島１丁目

4
一般市道
大手町馬借１号線

H22.11.30 68 62 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 232 2.6

140
八幡西区則松１丁目
～八幡西区里中３丁目

八幡西区
八枝４丁目

4
一般市道
永犬丸67号線

H23.1.19 70 63 91.9 100.0 91.9 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 272 1.9

ＬAeq ： 等価騒音レベル　　　昼間 ： 6時～22時　　　夜間 ： 22時～6時

△ ： 測定地点において環境基準 （昼間70デシベル、夜間65デシベル） に不適合

▲ ： 測定地点において要請限度 （昼間75デシベル、夜間70デシベル） を超える   （測定期間が要請限度の基準に満たないため参考とする）

近接空間 ： 道路端から0～20m（2車線以下は0～15m）　　非近接空間 ： 20～50m（2車線以下は15～50m）

番
号

評価区間 測定地点
車
線
数

対象道路 測定時期

等価騒音ﾚﾍﾞﾙ
Laeq  [ﾃﾞｼﾍﾞﾙ]

【環境基準値】

環境基準適合状況:適合率 [％]
（適合戸数/評価戸数） 交通量調査

近接空間 非近接空間

昼間
【70】

夜間
【65】
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近接空間 昼間（6:00～22:00） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近接空間 夜間（22:00～6:00） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2－2－1 調査地点及び評価区間（平成 22 年度） 
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ウウウウ    騒音騒音騒音騒音・・・・振動振動振動振動にににに係係係係るるるる苦情件数苦情件数苦情件数苦情件数    

当地域における平 22 年度の騒音に係る苦情件数は 119 件で、全公害苦情の約 40％

を占めている。発生源としては工場・事業所、建設作業に係るものが多く、自動車、新幹

線に係るものは少ない。一方、振動については、平成 22 年度の苦情件数は 1 件であり、

発生源は建設作業によるものであり、道路交通、新幹線に係るものはなかった。 

なお、騒音及び振動の発生源別苦情件数の推移は、それぞれ表 2－2－4 及び表 2－

2－5のとおりである。 

 

表 2－2－4 発生源別苦情件数（騒音） 

           （単位：件） 

営業 鉄道 発生源 

 

年度 

工場・ 

事業場 

建設

作業 
自動車 深夜 

営業 
その他 

航空機 
新幹線 その他 

その他 計 

平成 18年度 48 59 2 2 2 14 0 0 14 141 

平成 19年度 37 43 2 2 0 14 0 0 15 113 

平成 20年度 29 27 0 2 2 10 0 1 21 92 

平成 21年度 22 31 1 2 1 20 0 1 15 93 

平成 22年度 22 50 2 2 4 15 0 2 22 119 

資料：北九州市環境局 

表 2－2－5 発生源別苦情件数（振動） 

（単位：件） 

道路交通 鉄道 発生源 

 

年度 

工場・ 

事業場 

建設

作業 
高速

道路 
その他 新幹線 その他 

その他 計 

平成 18年度 7 9 0 0 1 0 1 18 

平成 19年度 2 4 0 0 0 0 0 6 

平成 20年度 1 9 0 0 0 0 2 12 

平成 21年度 0 4 0 0 0 0 4 8 

平成 22年度 0 1 0 0 0 0 0 1 

資料：北九州市環境局 
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（（（（２２２２））））    当当当当該該該該課課課課題題題題にににに係係係係るるるる要因分析及要因分析及要因分析及要因分析及びびびび過去過去過去過去のののの施策施策施策施策のののの実施状況実施状況実施状況実施状況    

アアアア    自動車騒音自動車騒音自動車騒音自動車騒音    

環境基準を超過している地域については、交通量が多いこと、大型車の混入率が比較

的高いこと、車道端から民有地までの距離があまり確保できていないこと、走行速度が速

いことなどといった要因により環境基準を超過していた。 

これまで、交通規制の実施、道路構造の改善及び環境保全に留意した道路網の整備

など施策を総合的に推進してきた。  

また、交通流・交通量対策、物流対策、道路構造対策、沿道対策、普及啓発の各種事

業を実施し、より一層の沿道環境の改善を図ってきた。 

加えて、市民からの苦情による対応として、自動車騒音による苦情を受けた場合は、す

みやかに騒音測定を実施し、限度を超過している場合は、所要の施策を講じるよう対応し

てきたところである。 

これまでの施策の取組みにより、平成 22 年度は、市内幹線道路 140 区間で自動車騒

音を評価した結果、昼間（6 時～22 時）の環境基準適合率は 95.9％、夜間（22 時～6 時）

の環境基準適合率は 93.6％であり、昼夜とも環境基準に適合したのは 93.2％（平成 18

年度は 91.8%）と、ほとんどの評価区間で環境基準に適合していた。 

 

 

イイイイ    新幹線騒音新幹線騒音新幹線騒音新幹線騒音・・・・振動振動振動振動    

当地域内における山陽新幹線の延長は約 36km で、トンネル部分を除く約 9km につ

いて「新幹線鉄道騒音に係る環境基準」にもとづく、地域類型指定が行われている。 

山陽新幹線鉄道の騒音・振動対策については、西日本旅客鉄道株式会社（以下「JR

西日本」という。）において、車両側発生源対策としてパンタカバー取付、パンタ改良、新

型軽量低騒音車両の導入等、地上側発生源対策として防音壁の嵩上げ及び新設、レー

ル削正、バラストマット敷設、緩衝工設置等を総合的に実施している。また、障害防止対

策として新幹線鉄道開通時に存する住宅に対し、防音工事等の対策が総合的に行われ、

障害対策対象住宅については、全て工事は完了している。 

さらに、新幹線鉄道騒音・振動対策を進めるうえで、沿線土地利用の適正化を図ること

が必要とされるため、新幹線鉄道沿線の用途地域の変更等の際には、新幹線鉄道騒音・

振動の影響に配慮するなどの土地利用の適正化に努めている。 

 

（（（（３３３３））））    講講講講ずずずずるるるる施策及施策及施策及施策及びびびび達成目標達成目標達成目標達成目標    

自動車騒音については、住宅が多い幹線道路沿道において、夜間騒音が限度を超過す

る地域について、所要の対策を講じることにより、限度以下になるよう努める。新幹線鉄道騒

音・振動については、環境基準の達成を図るために音源・発生源対策の推進に努めるよう西

日本旅客鉄道株式会社（以下「JR 西日本」という。）に要請するとともに、土地利用対策の適

正化に努めるものとする。 
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アアアア    自動車騒音自動車騒音自動車騒音自動車騒音・・・・道路交通振動対策道路交通振動対策道路交通振動対策道路交通振動対策    

今後も引き続き、「北九州市自動車公害対策基本計画」、「北九州市自動車公害対策

第三次中期計画」及び「北九州市環境首都総合交通戦略（平成 20 年 12 月）」に基づい

て推進してきた総合的・計画的な自動車公害対策を継続し、交通規制の実施、道路構造

の改善及び環境保全に留意した道路網の整備などの施策を総合的に推進する。、交通

流・交通量対策、物流対策、道路構造対策、沿道対策、普及啓発の各種事業を実施し、

より一層の沿道環境の改善を図っていく。 

また、市民からの苦情による対応として、自動車騒音による苦情を受けた場合は、すみ

やかに騒音測定を実施し、限度を超過している場合は、所要の施策を講じることにより限

度以下となるように努めるとともに、道路管理者への騒音測定結果の通知及び道路環境

の改善など環境基準達成に向けた協力を継続していく。 

    

イイイイ    山陽新幹線山陽新幹線山陽新幹線山陽新幹線におけるにおけるにおけるにおける騒音騒音騒音騒音・・・・振動対策振動対策振動対策振動対策    

((((アアアア)))) 発生源対策発生源対策発生源対策発生源対策    

新幹線の騒音・振動等の対策は発生源対策が基本であり、JR 西日本においては、

車両側発生源対策及び地上側発生源対策を総合的に実施していくこととしている。 

表 2－2－6 発生源対策 

対策項目 実   施   内   容 

車両対策 パンタカバー取付 

パンタ改良 

新型軽量低騒音車両の導入 

地上対策 防音壁の嵩上げ及び新設 

レール削正 

バラストマット敷設 

緩衝工設置 

        資料：JR西日本 

 

((((イイイイ)))) 障害防止対策障害防止対策障害防止対策障害防止対策    

発生源対策を講じても環境基準等を達成できない場合には、室内環境等を保全する

必要があるため、JR 西日本においては、沿線の住宅等に対し、防音工事等の障害防

止対策を実施してきた。 

 

((((ウウウウ)))) 沿線土地利用対策沿線土地利用対策沿線土地利用対策沿線土地利用対策    

新幹線鉄道騒音・振動対策を進めるためには、沿線の土地利用の適正化を図る必

要がある。新たな市街化は極力抑制するが、市街化する場合には、原則として住居系

の土地利用は行わない。 
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図 2－2－3 騒音・振動防止対策体系図 

 

 

 

騒
音
振
動
防
止
対
策

発生源対策 

交通流・交通量対策 

物流対策 

道路構造対策 

沿道対策 

普及啓発 

自動車騒音 

新幹線騒音・振動 発生源対策 

沿道対策 沿線の土地有効活用、適正化 

防音、防振工事


